
写 

８消安第3264号  

令和８年８月31日  

 

 

各都道府県畜産主務部長（別記） 殿 

 

 

農林水産省消費・安全局動物衛生課長  

 

 

豚熱の選択的殺処分に関する一問一答集の一部改正について 

 

家畜伝染病のうち特に総合的に発生の予防及びまん延の防止のための措置を講ずる

必要があるものについては、家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）第３条の２第

１項に基づき、特定家畜伝染病防疫指針を作成し、公表しているところです。 

豚熱発生時の防疫措置については、本年５月19日付で家畜伝染病予防法の一部を改正

する法律（令和８年法律第20号）（以下「改正法」という。）により、選択的殺処分が導

入され、全国や地域ブロックごとに開催した説明会等を通じて、丁寧に現場への周知に

努めてきたところです。これまでに寄せられた質問や豚熱国内105例目の発生事例とと

もに、改正法に基づき、登録飼養衛生管理者の登録及び更新のための研修の実施が位置

づけられることを踏まえ、本日付けで、豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針に基づく

発生予防及びまん延防止措置の実施に当たっての留意事項の一部を改正したところで

す。 

これに伴い、標記一問一答集についても、別紙のとおり一部改正いたしましたのでお

知らせいたします。 

つきましては、このことについて御了知いただくとともに、管内市町村、関係機関及

び関係団体に周知の上、地域一体となって、家畜伝染病の発生予防及びまん延防止措置

の迅速かつ円滑な実施に御尽力いただきますようお願いいたします。 
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